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2020重点目標＜自ら学び、夢の実現のためにやり抜く生徒＞ 文責：校長 佐藤恭司

１学期を終えて 明後日で５９日間の１学期が終了いたします

（年間計画：１学期授業日は６１日）。今学期は新型コロナウイルスによる感染拡

大防止に伴い、多くの行事中止や延期がありました。生徒らは生命にかかわる事

故や事件に遭遇することもなく、無事に１学期を終えることが出来たのも、保護

者の皆様方のおかげです。ありがとうございました。短い夏休みになりますが、

病気や事故にあうことがないよう、有意義な生活を送ることを期待しています。

校内レクリエーション大会が行われました
７月２７日（１年生）、２８日（２年生）、３０日（３年生）に各学年ごとのレクリエーション

大会が行われました。生徒らが中心となり、みんなが参加しやすい競技やゲームを考え、準備・

運営しての大会でした。いろいろなことがあった１学期でしたが、仲間との楽しいひとときを楽

しむ姿と笑顔があふれる大会になりました。

３年生 綱引き ３年生 心一つに全員ジャンプ

１年生 男女混合ドッジボール ２年生 男女混合キックベース

＜新コーナー＞四字熟語は奥が深い！⑤ 四字熟語とは、日本において漢字４文

字で作られた熟語を指す用語。知れば知るほど面白い四字熟語。生活の中でも十分に使えます。

正正堂堂（せいせいどうどう）「正正」は軍旗が正しく整うさま。「堂堂」は陣構えの勢い
が盛んなさま。「正正の旗、堂堂の陣」の略。 恐れたり怯おびえることなく立ち向かうさま。ま

た正しい態度で立派であること。悪びれたところがなく、やりかたも正しいこと。



校舎の環境維持のために①
梅雨時期になると校舎内の廊下や床面、窓が水蒸気・湿気等で濡れてしまいます。場合によっ

ては火災報知器の誤作動の原因にもなることがあります。職員で廊下などをモップで拭くなど事

故防止に努めています。また、体育館内の各倉庫では、常に換気扇を動かし、湿気がたまらない

ようにしていますが、それに伴い換気扇の汚れがひどくなり、今回も用務員の表 信義さんに清掃

をしていただきました。さらにこの季節になると雑草が途切れることなく成長し、他の植物の成

長にも影響を与えるため、二人の用務員さん方は日々雑草刈りに追われています。用務員の豊田

正夫さんの草刈りの様子を紹介します。

体育館倉庫の換気扇清掃をする表さん 校庭側の花壇の雑草取りを行う豊田さん

彫刻（ブロンズ像）を設置しました！④⑤
３回目は④雨宮敬子と⑤桑原巨守の作品と略歴です。

④ 雨宮 敬子（あめのみや けいこ、1931年 2月 3日 - 2019年 7月 31日）は、日本の彫刻家。勲等は旭日
中綬章。日本芸術院会員、文化功労者。彫刻家雨宮治郎の娘として東京に生まれる。弟は雨宮淳。日本大学芸術

学部卒業[2]。1956年日展初入選、1982年長野市野外彫刻賞、1983年中原悌二郎賞優秀賞、1985年日展内閣総理
大臣賞受賞、1994 年日本芸術院会員。2017 年 4 月、旭日中綬章受章。2017 年 11 月、文化功労者。 主に女性の

ヌード座像を制作している。『雨宮敬子作品集』（講談社 2005）がある。 2019 年 7 月 31 日、心不全のため、88
歳で死去[1]。死没日をもって従四位に叙される。 （Wikipedia）

④ 雨宮敬子「裸婦立像」 ⑤ 桑原 巨守 「髪」

⑤ 桑原 巨守（くわはら ひろもり、1927年 - 1993年 8月 26日）は、日本の彫刻家。女子美術大学名誉教
授。 具象彫刻の第一人者と評され、群馬県渋川市に桑原巨守彫刻美術館がある。群馬県沼田市出身。1949 年 東

京美術学校彫刻科卒業、1964年 二紀展に初入選、1966年 二紀展同人賞受賞、1971年 女子美術大学教授に就任、

1975 年 第 29 回二紀展で菊華賞受賞、1979 年 ブルガリア政府「花と少女」を購入、1982 年 第 2 回高村光太郎
大賞展で美ヶ原高原美術館賞受賞、1983 年 第 37 回二紀展で文部大臣賞受賞、1989 年 第 43 回二紀展で宮本三
郎賞受賞、1993年 女子美術大学名誉教授となる。


